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Webサーバーを自作する－その3－

前回までで､自作のWebサー

バーはバイナリファイルも操作す

ることができるようになったほか、

Webアプリケーションの開発も可

能になった。基本的な機能は満た

されたので、今回はこのWebサー

バーをWindowsサービス化するこ

とにした。

WebサーバーはTCP/IPサーバー

アプリケーションであるが、それ

とWindowsサービスかどうかとは

まったく無関係である。Windows

サービスはアプリケーションの“実

行形態”であり、TCP/IPサーバー

はアプリケーションの“動作形態”

である。ただ、TCP/IPサーバーは

常時起動が要求されることが多い

ため、Windowsサービスとして実

行されることが望ましいかもしれ

ない。とはいえ、私はあまりWin

dowsサービスが好きではない。な

ぜなら、Windowsサービス用のプ

ログラムはインストールしないとい

けないし、そのインストールやアン

インストールも私には不明な部分

があるからである。だから、今回

はWindowsサービス化に合わせて

Webサーバーの機能も強化したが、

通常のWindowsアプリケーション

版も同時に提供する。

これならばインストールしなくて

も動作するから、簡単にアプリケー

ションの動作を確認することがで

きる。そして今後の機能強化もWin

dowsアプリケーション版に対して

のみ行なう。現在のサンプルWeb

サーバーは実行ファイルをダブルク

リックするだけで実行できるので、

その簡便性を失いたくないからで

ある。ただし、このWindowsアプ

リケーション版も、いつでも簡単

にWindowsサービスに変更できる

ように実装を進める。つまり、ユー

ザーインターフェイス部とサービス

部を分離して開発するようにする。

Windowsサービスはユーザーイン

ターフェイスを持つことができな

い。そのため、サービスを設定する
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・この記事で取り上げたソースコードおよびサンプ
ルプログラムは、
http://www.shoeisha.com/mag/windev/からダウン
ロード可能です。
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作ればわかるアプリケーションの動作とメカニズム

マネージャプログラムは別アプリケーションとして実装

する必要がある。IISやSQL Serverを思いだしてほしい。

どちらも、Windowsサービスとして実装されているが、設

定を実施するためのプログラムであるインターネット

サービスマネージャやSQL Enterprise Managaerは、別

のWindowsアプリケーションとして実装されている。

今までのサンプルでは、ユーザーインターフェイス部

とサービス部も同じVisual Basic .NETのフォームに実装

していたが、今回はこれを切り離す。また、Windows

サービス版用に、サービスの起動マネージャも作成する。

一方でWindowsサービス化するメリットも考えるべき

だろう。まず、ログインしなくてもサーバープログラム

を実行できることが挙げられる。しかし、ログインしな

いことにどれくらいのメリットがあるのかも疑問であ

る。たしかに、ログインするとユーザーインターフェイ

スが操作可能なので、管理者以外の誰かが勝手に操作

してしまうというようなことがあるかもしれない。しか

し、それならば「コンピュータのロック」機能を使って

他の人が触れなくすることも可能である。

また、起動時に自動的に実行されるというのもメリッ

トといえるだろうか。しかし、これもスタートアップ

フォルダに入れるとか、アプリケーションの自動起動を

指定すれば他の方法でも実現可能である。ただし、

Socketアプリケーションをスタートアップフォルダで指

定して自動起動すると、正常に起動できない場合もある

ので注意が必要である。

常時起動しているサーバーアプリケーションがいつも

タスクバーにあると邪魔なので、起動時に画面に何も表

示されないWindowsサービスのほうがいいという人もい

るかもしれない。とはいえ、最小化時にタスクトレイに

アイコンを表示するタイプのWindowsアプリケーション

ならば、それほど邪魔にはならないのではないだろうか。

あるいはWindowsアプリケーションでも、どこにも表示

しないという手もあるが、あまり一般的な方法とはいえ

ない。今回、Windowsアプリケーション版では、タスク

トレイにアイコンを表示する機能も実装した。

Windows NT系のサーバーOSでは、多くのWindows

サービスが同時に稼動している。これらをサービスマ

ネージャで一括して管理できるというのは、やはり、メ

リットだといえるだろう。普段､ユーザーが操作する必

要のないアプリケーションが、タスクバーやタスクトレ

イに並ぶのは見苦しいうえに使いづらい。

また、サービスは各サービスごとに独立したプロセス

を使用しない。これこそがWindowsサービス化する最大

のメリットといえるかもしれない。数多くのサービスが、

それぞれひとつのプロセスを使用したら、リソースの消

費もばかにはできないだろう。しかし、Webサーバーと

いうのは、そのサーバーマシンにおいて重要な役割を持

つ場合が多いと思うので、個人的にはWebサーバーのた

めにひとつのプロセスを使用してもいいのではないかと

思う。

結局のところ、Windowsサービス化する決定的な理由

もないのだが、しない決定的な理由もない。Windows

サーバーにおけるサーバーアプリケーションの作法とし

ては、多分、Windowsサービスとして実行するのが正し

いのだと思う。

サンプルプログラムは、次のような5つのプログラム

によって構成される。ただし、今回解説するのはサンプ

ル2までである。

Windowsアプリケーション版Webサーバー

（図1、¥Sample1_Webサーバー¥bin¥web_server.exe）

cookie用サンプルWebアプリケーション

（図2a・b、¥Sample1_Webサーバー¥bin¥webapp3.

shtml、webapp4.shtml他）

Webサーバー設定マネージャ

（図3、¥Sample3_Webサーバー設定マネージャ¥bin

¥web_server_manager.exe）

Windowsサービス版Webサーバー

（図4、¥Windowsサービス版¥Sample4_Webサーバー

¥bin¥web_server_service.exe）

Windowsサービス起動ツール

（図5、¥Windowsサービス版¥Sample5_サービス起動

ツール¥bin¥web_service_tool.exe）
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サンプルプログラムの概要
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